
三階部屋での説教、ゲッセマネの園へ行く道すがらの教え、大祭司の祈 り
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1.イ エスの公生涯は終わ り(弟子たちへの |オ リーブ山での説教JIも 終‐ゎらた。

2.匿 リーブ山での説割を終えると、イエスは弟子たちに。十字架の死を
:予

告する。
| | |3.水曜 日の夜の出来事は、二つ。     l        F  I I
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(2):;しこlI』i3日程賃iキン11'lFffず『ξず警[曇:るi夕食の席を抜(2)マ リヤによる香油注ぎに反対 tノ たユダは、イエスからロビ責をョける1夕食の席を抜

けてエルサレムの祭言l長 たちのもと

4 水曜日の夜明けから日没まで、そヒノて木

5.本曜日の夜り]け 、14日 は匝越の食事を筆

ルサレム人

(1)羊の肉以外の食材を用意する。             |  |
(2)過越の小羊を神殿でささげ、肉を持つて帰る。14日 の午後 J時から6時にかけて。

6.弟 了̂た ちが過越の食事の準備をするc場所は、あらかじめイ■スが手配していた。

7.日 没後は金曜 卜|]5日 である。イコ1ス と弟子たちは睡越の食ヨ の席につく。

8.イ エスと弟子たちの過越の食事、伝統的なユダヤの手順に沿 う。  i
|

(1)食前のことば                      ,
(2)第一の杯 (感謝の杯)【 第二の杯 (裁きの杯)】        |
(3)洗足とユダの裏切りの予告①               l
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じたもの とユダの裏切り:予告③ :事(6)'ハ ロセット (く るみとリンゴを混廻

(7)第二の杯 (贖いの杯)と 新ヒノい契約           |
(8)偉大さに関する教え                  ′

(9)ペテロの拒否の予告                  ∫

(10)ハ レル (賛美)【第四の杯 (賛美の杯)】         |
注 :過越の食事の杯には4つ あるが、そのうちの二つ 【 :】 は記載されず。
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1.過越の食事の後、その場所 (■階部屋)で、イエスが弟子たちに語る。(ヨ ハネ 14章 )

2.三階部屋から出発 して、エルサレムの町を出て、ゲッセマネの園に向かう。その道すが

ら、イエスが弟子たちに語るc(ヨ ハネ ]5・ ]_6章 )

3 ゲッセマネの園に近づいた辺 りで、イエスが祈る。 (ヨ ハネ 17章 )

14日  (ラ )ヽ 15日 (金 )10[| (日 ) 111J(月 ) 12日  (クk) 13日 (水 )
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3.

三階部屋での説教 (ヨ ハネ 14章 )

(1)父 なる神の唯一の道

① 天の住まいの約束 (14:1_～ 4)

● 3節 「わたしが行つて、あなた方に場所を備えたら、また来て、あなたが

たをわたしの()と に迎えます」=携挙の約束 (Iテ サ 4:16～ 17)

② トマスの質問 (]4:5～ 7)

③ ピリポの質問 (]4:8～ ]1)

① 祈りは聞かれるという約束 (14:12～ 14)

(2)助 け主 【聖霊】が遣わされるという約束

① もうひとりの助け主 【聖霊】の約束 (14:15～ 17)

② イエスが戻つてくるという約束 (14:18～ 21)

● 19節 復活のイエスを見るという約束

● 20節  「その日J=聖霊降臨の日

③ ユダ (タ ダイ)の質問 (14:22～ 26)

① 平安の約束 (14:27～ 31)

ゲッセマネの園まで歩きながらの説教 (ヨ ハネ 15。 16章 )

(1)ぶ どうの木とその枝のたとえ話 (15:1～ 10)

① 父は農夫、イエスはぶどうの木、あなたがた (弟子たち→『信者』)はその枝

② 2節 「わたしの枝で実を結ばないものはみな、父がそれを取り除き」→ 「
(日

当たりがよくなるように)Lに挙げ」

③ 6節 J「 だれでも、 1)し わたしにとどまっていなければ、枝のように投げ捨て

られて、枯れます。人々はそれを寄せ集めて火に投げ込むので、それは燃えて

しまいます」

● 信者はいったん救われたら、その救いは永遠に失われない。

● この火は、「キリス トの裁きの座J(Ⅱ コリ5:10、 Iコ リ3:10～ 15)

① l節 イエスは、「まことのぶ どうの本 J

● 旧約聖書では、イスラエルの民がぶ どうの木 (詩 80:8、 エ レ2:21)

● イエスは、父なる神がイスラエルの民に対 して意図されたことを成就す

るために来 られた。ゆえに、イエスは 「まことのぶ どうの木」である。

(2)イ エスの友 (15:11～ 17)

(3)こ の世か ら受ける苦 しみ (15:18～ 16:4)

(4)聖霊の働 き (16:5～ 15)

(5)悲 しみから喜てバンヽ̂ (16: 16´ 3ヽ3)

大祭司の祈 り (ヨ ハネ 17章 )

(1)自 分 自身のための祈 り (17:]_～ 5)

(2)使徒たちのための祈 り (17:6～ 19)

(3)すべての信者のための祈 り (17:20～ 26)

‖吻Ⅲ‖|は亦鱚跛褻辣回口ロロ



ゲッセマネの園まで歩きながらの説教についての考

1.考察のきつかけ

(1)た とえ話の解釈について

① イエスは 「まことのぶどうの本J、 まことのイスラエルであるなら、その枝は

イスラエルの民、ユダヤ人たち。

● 「わたしの枝」 (2節)は、ヨハネ 1:11の 「ご自分の民Jと 同じで、イ

スラエルの民を指す、とすれば、

> イエスにとどまり実を結ぶのは、イエスをメシアと信 じた者たち

> イエスにとどまらずに実を結ばないのは、イエスをメシアではない

と拒否 した不信者たち

● 「人々はそれを寄せ集めて火に投げ込むので、それは燃えてしまいます」

(6節 )は、紀元 70年のエルサレム陥落を指すのではないか。

② たとえ話の解釈で最も重要なことは、結論がどれかを特定すること。この話は

どこまで続いていて、どの箇所が結論なのか?

● 15:1～ 10の範囲にとどまらない。 15:16、 16:25

● 結論は、16:32～ 33 弟子たちが散らされて、それぞれ自分の家に帰 り、

イエスをひとり残す時が来る。しかし、このことを話 したのは、弟子たち

がイエスにあつて平安を持つためである。弟子たちは世にあつて患難に

会 う。 しかし、勇敢であれ、イエスはすでに世に勝ったのである。

(2)こ の説教の語られている場面について

① どこかに座つて教え、ているのではない。ゲッセマネの園まで歩く、そのわずか

な時間も惜 tン むかのように、イエスが歩きながら語るのである。

② イエスが十宇架の死を目前に tノ て、弟子たちに対する最後の教えである。

③ イエスがここで最も伝えたかったメッセージは何か?

0 15:4 「わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたの中にとどまり

ます」

2.こ の説教の構成 :こ れから弟子たちが経験することを、逆の時系列で語る。

(1)16:32 弟子たちが散らされ、イエスは十宇架につく

(2)16:16～ 28 イエスが復活 し、天に挙げられる。弟子たちはイエスの御名によつ

て祈るようになる。

(3)16:7～ 15 助け主である聖霊が来られる。信者を助けるとともに、世に誤 りを認

めさせ、イエスの栄光を現す。

(4)15:18～ 16i3 弟子たちは迫害を受ける。

(5)15:9～ 17 弟子たちはイエスの愛の中にとどまり、互いに愛 し合 う。イエスが弟

子たちを愛 したように、弟子たちも互いに愛 し合 うこと、これがキリス トの律法で

ある。

(6)15:5～ 8 イエスをメシアと信 じた者たちは実を結ぶ。そうでない者たちは、エ

ルサレム陥落と運命を共にする。 (ヨ ハネの福音書が書かれた時は、すでにエルサ

レム陥落が起きていた)
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今回の場面では、メシアの働 きが、預舌者から大祭司へ と移行 tノ ている。

(1)メ シアの働 きは、預言者一大祭言1→
「

(千年上国)へ と展開 t′ ていく.

(2)こ の中で、祈 りの仕ノプも変わった.コ ハネ 16:23～ 24、 イエスの御名による祈 り。

(3)こ れは、昇天後の大祭 11な るイエスのとりな しを前提に した祈 りである.

(4)マ タイ 6章の 「主の祈 りJの パターンに、「イエスの御夕lに よつてJがないのは、

まだ律法の時代であつたためである。

メシアの十字架の死→復活→昇天によつて、聖霊降臨.こ の結果、神の国のブログラム

は、律法の時代から恵みの時代、空霊の時代へ と移 る。今回の場面でのイエスの教えは、

摯霊がキ:要 なテーマ.神の口Jの フログラムが新たな段階に移 ることを教え_る ものであ

る.

聖霊の働きは大きく言うと3つ、信者を助けること、世に誤 りを認めさせること、イエ

スを証 しすること、である。

1.」Tll書 フオーラムに新たな仲間が、呉に加わります.H月 19日 (上)が開所式です.

2.lT l書塾第 29期 (福 岡)人 PIIコ ースは、来月 10日 が第 4回最終回です。前日午後 6時

1■ lrは 、中川先生を囲んで第 19期 (熊 本)の メンバーが「ll窓 会の夕食会を開催 tノ ますc

第 29期の受講生の中からも数名の参加者がある予定です。幹事の濱崎兄にはお 1比話に

なります.

3 11月 後半の集会予定

4

30 11岡 集会 |メ シアの初臨頂言の学び 。諸書の部 J

30 門青1港 レ トロ集会 1祈 り 。・・父なる神 J

13:30 みやま集会
「聖霊 J

30 熊本集会 「メシアの生涯 J

(1)10日  (■1)10:00 1li書 キゝγj 29'01(ネ「i llil)

(2)111」 (「1)13i30 熊本集会

(3)17日 (土)13:30 福 司集会

(4)18日  (日 )10:30 F月 司ヤlゝ レトロ集会

(5)25日 (H)13:30 熊本集会

(6)みやま集会は、12月 お休みです.

5 来年 1月 の集会予定で、通常日程からの変更点

(1)熊本集会 811(第 21‖ぽ||)ヒ

6 「:1司 港レトロ集会へのサポー ト献金

目 (第 5日 曜 日)

(1)19 J(JJl)13

(2) 20[1 (日 )10

(3)23日  (り占・ 71く
)

(4) 27 日 (日 ) 13

12月 の集会 予定

8月 からの繰 り越 tン が 4,000円。熊本 と福岡の集会での献仝が、9月 29,000円 、10月

29,000「Jで 1ン た●あ りがとうございまし/た.門 ll港 レトロ集会に、9月 に 3万円、10

月に 3万円をサポー ト献金 して、本 国り|`在 の務t越残高は 2,000円 です。

m‖‖Ⅲ‖祗 2016年 11月 13日


